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衆
議
院
議
員
池
田
真
紀
君
提
出
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
お
け
る
安
心
・
安
全
な
居
住
支
援
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
生
活
困
窮
者
一
時
生
活
支
援
事
業
（
以
下
「
一
時
生
活
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）
に
係
る
御
指
摘

の
「
防
災
対
策
」
に
つ
い
て
の
把
握
は
行
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
努
力
義
務
の
場
合
」
及
び
「
委
託
し
て
い
る
当
該
施
設
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
「
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
等
の
実
施
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
七
日
付
け
社
援
発

〇
七
二
七
第
二
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
長
通
知
）
に
お
い
て
、
一
時
生
活
支
援
事
業
に
お
い
て
宿
泊
場
所
の
供
与
を

行
う
施
設
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
に
定
め
る
基
準
等
を
満
た
す
も
の
と
す
る
と

と
も
に
、
日
照
、
採
光
、
換
気
等
利
用
者
の
保
健
衛
生
及
び
防
災
に
つ
い
て
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
を
都
道

府
県
、
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
及
び
福
祉
事
務
所
（
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
規
定
す
る
福

祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
）
を
設
置
す
る
町
村
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
助
言
し
て
い
る
。

一



二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
防
災
対
策
」
の
把
握
状
況
、
「
自
立
相
談
支
援
事
業
所
の
災
害
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
率
」
及
び
「
助
言
指
導
並

び
に
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
」
の
状
況
に
つ
い
て
の
把
握
は
行
っ
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
自
立
相
談
支
援
事
業
所
か
ら
住
居
を
必
要
と
す
る
支
援
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
関
す
る
支
援
状
況
調

査
」
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
八
年
度
の
自
立
支
援
計
画
（
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
厚
生
労
働

省
令
第
十
六
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
自
立
支
援
計
画
を
い
う
。
）
の
作
成
件
数
に
占
め
る
一
時
生
活
支
援
事
業
の
利
用
件

数
の
割
合
は
二
十
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
自
立
相
談
支
援
事
業
所
へ
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た
」
及
び
「
な
ん
ら
か
の
支
援
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
」
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
厚
生
労
働
省
「
平
成
二
十
八
年

度
生
活
困
窮
者
就
労
準
備
支
援
事
業
費
等
補
助
金
社
会
福
祉
推
進
事
業
」
に
よ
る
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
自
立
相

二



談
支
援
機
関
に
お
け
る
支
援
実
績
の
分
析
に
よ
る
支
援
手
法
向
上
に
向
け
た
調
査
研
究
事
業
」
で
行
わ
れ
た
調
査
に
お
い
て

は
、
当
該
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
（
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
生
活
困
窮
者
自
立
相

談
支
援
事
業
を
い
う
。
）
を
行
う
都
道
府
県
等
が
平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
二
月
ま
で
の
間
に
新
規
に
受

け
付
け
た
生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
の
う
ち
、
①
「
情
報
提
供
や
相
談
対
応
の
み
で
終
了
」
と
さ
れ
た
も
の
の
割
合
が
三
十

六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
②
「
自
立
相
談
支
援
機
関
が
継
続
支
援
し
、
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
」
と
さ
れ
た
も
の
の
割
合
が
三
十

四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
③
「
他
の
制
度
や
専
門
機
関
で
対
応
が
可
能
で
あ
り
つ
な
ぐ
（
必
要
に
応
じ
て
、
事
前
連
絡
や
同
行

支
援
を
実
施
し
、
結
果
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
）
」
と
さ
れ
た
も
の
の
割
合
が
二
十
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
④
「
現
時
点

で
は
本
人
同
意
は
と
れ
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
同
意
に
向
け
て
取
り
組
む
」
と
さ
れ
た
も
の
の
割
合
が
三
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
、
⑤
「
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
判
断
前
に
中
断
・
終
了
（
連
絡
が
と
れ
な
い
／
転
居
等
）
」
と
さ
れ
た
も
の
の
割
合
が
二
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

三


